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廿
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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．
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右
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膠
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＋
⑳
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⑳
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⑳
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⑳
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追
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⑳
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違
へ
ば
『
い
』
へ
止
め
ら
れ
勝

を
失
ふ
斯
る
坊
食
を
乗
り
手
と
云
ひ
督
戦

家
の
最
も
注
意
を
要
す
る
箪
柄
な
ら

次
は
⑳
の
反
対
を
示
す
り

○
第
三
市
聖
二
㈱
迄
）

⑳
の
反
射
に
凍
れ
る
分

⑳
よ
、
り
『
い
、
ろ
、
は
』
だ
四
迫
勝

㊧
虜
封
は
『
閏
、
に
旨
打
ち
て
両
勝

次
は
㊦
の
慶
化
『
に
泳
部
を
示
す

封
を
示
す
第
四
番
空
言
⑳
迄
）

⑳
の
反
射
に
凍
れ
る
卦

⑳
に
で
『
甲
、
乙
冠
膠

⑳
反
射
は
『
い
、
甲
』
り
四
追

讃

三

㊨
を
⑳
に
凍

㌃
同
様
⑳

に
て
『
甲
、
乙
』

の
両
勝

次
は
◎
の
反
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＋＋＋＋＋
◎＋㊤＋＋‡竺

㊧◎⑳⑳十十十
⑳⑳⑳◎㊨◎㊦＋
⑬⑳㊧㊨㊥1－⑳＋
◎＋◎＋＋＋＋㊤

敵中易に勝つ

＋＋＋
㊤＋＋
㊧＋＋

ビ

四

＋←

⑳⑳⑳⑳㊦◎一十＋
㊨⑳◎＋㊥＋⑳＋
㊦や⑳＋＋十十㊤

F
へ
し
の
部
を
示
す

○
禦
ハ
番
の
〓
⑳
勝
）

㊥
が
‖
鰊
姉
二
陶
の
甲
へ
』
に
寮
も
る
卦

⑳
の
呼
珠
は
銀
『
い
、
ろ
、
は
』
叉
は
『
⑳

の
反
射
　
＋
＋
＋
＋
＋
㊤
十

は
『
⑳
ろ
　
＋
⑳
＋
甲
⑳
り
＋

乙
㊨
』
の
叫
絹
針
鮒
幣
常

勝
　
　
　
㊧
◎
⑳
⑳
乙
十
十

次
は
㊥
　
㊨
◎
㊦
㊨
十
十
＋
・

の
塵
化
巧
は
』
の
部
を
示
す

0
姉
五
番
（
⑳
膠
）

㊦
が
円
鋤
野
面
の
冒
巨
木
れ
る
卦

＋

士

⑳
◎
　
次
㊦
の
舜
化

め
方
だ
云
ふ
べ

し
、
故
に
黒
苦

し
ま
ず
し
て
容

此
の
㊦
は
願

る
無
理
慧
止
⑳
琴
し
㊨
へ
止
む
れ
ば
『
ろ
、
い
冒
打

⑳
㊧
』
の
両
所
に
勝
を
見
せ
た
る
妙
味

＋
＋
＋
＋
＋
＋
㊤
㊥
＋

＋
十
十
＋
＋
⑳
＋
⑳
⑳

㊨
十
㊤
ぼ
⑳
㊨
⑳
⑳
＋

＋
⑳
ゆ
⑳
㊦
㊥
＋
⑳
＋

冊
禰
棚
減
鵬
㈱
欄
州
岬

‡
＋
＋
＋
㊧
＋
十
十

に
し
て
八
段
高
山
正
典
先
生
の
集
に
係
る

㊨
曳
い
』
印
に
止
む
れ
ば
前
局
ざ
同
様

の
膠
、
次
は
㊨
の
反
対
聖
者

〇
第
六
番
の
三
（
㊨
迄
）

㊨
の
藍
苦
言
⑱
の
跡
訂
、
ろ
、
は
』
だ

っ
、
次
は
⑳
の
欒
化
を
示
す

○
璧
ハ
番
の
二
命
迄
』

次
は
㊧
の
反
対
を
示
す

○
讐
ハ
番
の
四
（
◎
勝
）

四
迫
勝
㊨
は

何
れ
に

止
む
る

も
紛
れ

な
し

拙
馴
抹
冊
禰
…
胴

十
十
＋
⑳
＋
は
＋
＋
ほ
』

＋
＋
＋
‡
ろ
掟
は
追
膠

＋
＋
⑳
⑳
ゆ
⑳

＋
㊧
＋
◎
⑳
⑳

雫
『
い
、
ろ
、

ま
ヽ
　
こ
ヽ

ヽ

■

i

 

l

▼

通
牒

⑳
の
反
封
也

⑳
若
し
『
い
』

に
蒸
ら
は
『
◎

ろ
』
に
て
勝
つ

次
は
⑳
の
欒

化
を
示
す



＋＋＋㊨＋＋＋十十

‡志志志豊志宕‡‡
＋＋⑳◎捨㊦◎＋＋
＋㊨⑳＋に㊥
ろ⑳⑳⑳⑳＋

⑳＋
十的‡

＋⑳ほ＋と＋＋＋＋
＋ゆ＋＋＋＋＋十
十＋1－へ＋＋＋＋‡

化

＋㊤⑳＋＋＋＋
＋⑳⑳⑳⑳＋＋
⑳㊨⑳⑳十・㊤＋

基‡
＋⑳

＋⑳⑳
◎⑳◎
十十＋

（図三第藤日）

五

▲
▼
‥

、
伽
吾
・
息
馳

『
は
』
山
南
膠
、
㊦
反
対
は
冒
、
尋
．
⑬
』

〇
第
七
番
の
二
⑳
迄
）

⑳
の
反
瀞
は
無
理
な
止
め
方
な
ら
◎

⑳
嘉
讐
障
雷
溝
成
し
誉
時
射
る
分
■

　

L

■

　

－

　

■

ビ
打
　
つ

⑳
反
は

『㊧、に、

．ほ、へ、

ビ
』
の
順

に
打
ち
て

膠
．
次
は

⑳
の
反

封
を
示
す

枠
中
絹
針
鴻
針

＋
＋
十
十
十
㊧
　
封
は
局
・

」
　
－
ユ
コ
ノ
ー
ゝ
ブ
一

⑳
、
㊧
旨

で
膠
、
－
次
は

㊦
の
麺
化

を
示
す

〇
第
七
番
S
三
（
◎
勝
）

㊦
が
本
番
の

一
の
局
厨
の

『
ろ
』
に
凍
わ
た

容
易
に
勝
に
痙
　
＋
＋
＋
＋
＋
⑳

げ
成
増
碍
ペ
し
十
十
㊤
＋
⑳
＋

次
は
⑳
の
礎

酎
感
光

だ
な
る
、

る
　
　
　
＋
十
十
齢
＋
十

番
一
編
勇
二
章
二
間
爽

㊥
の
止
め
方
空
融
和
㌘
言
・
二
間
衆

に
対
し
⑳
迄
目
磁
第
三
国
の
如
く
打
進

む
㊦
の
凍
る
所
『
い
』
よ
島
に
』
迄
の
四

初
心
者
の
手
引

だ
し
て
㊦
の

凍
る
桝
円
い
、
ろ

ほ
』
の
三
隅
桝
　
㊤
十
十
＋
り
＋

を
説
明
す
、
他
は
自
ら
打
試
み
て
可
也

〇
第
七
番
の
璧
⑳
膵
）

⑳
が
『
は
』
に
蒸
ら
た
る
分

⑳
反
薯
は
『
㊨
、
い
旨
て
勝
つ
㊨
反
対

は
『
⑳
、
ろ
、
閏
』
だ
打
つ

榊
幣
鮒
鰍
冊
帥
緋
瑚
紆

＋
＋
⑳
い
⑳
掟
　
よ
さ
四
番

針
空
費
付
粧
摘
鵬

の
反
対
は
五
番
に
評
寵
す
べ
し
㊦
の
他

に
凍
り
た
る
は
容
易
な
れ
ば
打
拭
み
て
ち

一
、
′
ヽ得
せ
ら
る
ペ
し
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を等咤）次

○
緋
…
番
の
二
◎
肪
）

㊦
が
日
東
第
三
陶
の
『
い
』
・
．
L
凍
り
た
る

静
、
◎
の
時
⑳
に
呼
珠
を
下
し
て
勝
つ

＋
＋
＋
＋
㊨
＋
＋
十
を
得
ぺ
け

＋
＋
＋
り
⑳
十
十
＋
れ
ぎ
産
に

＋
＋
㊨
＋
◎
㊨
十
十
は
追
詩
の

＋
革
⑳
⑳
◎
㊧
＋
㊤
膠
形
を
示

㊨
⑳
⑳
㊥
⑳
㊨
⑳
十
す
㊧
を

冊
滋
働
灘
酬
絹

だ
打
ち
『
ろ
』
に
止
め
さ
せ
跡
『
◎
、
㊧

の
囲
追
瀞
、
虜
は
閏
の
反
瀞
を
示
す

○
箪
山
番
の
三
⑳
臍
）

㊧
の
贋
㊨
＋
㊧
⑳
十
十

机
…
璽
欄
㈱
㈱
鮮
㈱

⑳
、
㊥
」
だ
‡
魯
㊦
⑳
＋

打
－
品
川
氾
＋
⑳
⑳
⑳
⑬
◎

勝
已
守
山
　
㊥
十
舘
＋
斗
十

．
＝
．
t
　
：
■
ノ
唾
．
J
、

⑳
掛
熱
に
闇
離
離
郡

－
　
　
■
　
ゝ
コ
F
＼
つ
′
L
遇
訂
．
－
　
　
t

次
は
革
の
反
射
を
示
す
　
　
　
　
　
の
部

〇
第
叫
革
望
叫
（
⑳
膠
）
　
　
　
　
う

○
琴
二
番
の
〓
◎
膠
）

叫
針
鯛
射
場
針
丹

⑳
＋
⑳
＋
‡
⑮

十
十
十
⑳
＋
＋
寸

＋
＋
⑳
＋
⑳
十
十

〇
第
二
番
（
◎
迄
）

勝
つろ

』
り
部

は
㊦
慶
化

不
す

≡葦
つ

〇
第
三
番
の
二
（
㊤
迄
）

㊦
が
巌
攣
扇
等
£
簑
去
る
⑳
の
埋
化
打
で
。
、
◎
蒜
苛
、
ろ
、
は
、

＋
＋
ゆ
十
十
十

＋
量
＋
㊦
＋
⑮

ほ
＋
⑳
⑳
⑳
⑳

＋
㊤
⑳
◎
㊥
⑳

＋
＋
⑳
⑳
◎
⑳

＋
⑳
㊤
㊦
＋
㊨

㊧
＋
‡
＋
十

効
宙
の
跡

『
い
、
ろ
、
は
』

だ
四
追
膠

昏
及
び
㊨

の
反
射
に
蒸

ら
た
る
は
容

＋
十
十
＋
＋
＠
十
十
に
』
の
四

＋
＋
⑳
㊦
⑳
＋
＋
＋
迫
膠
■
㊨
』

二
≡
諜
誓
い
÷

＋
＋
十
十
十
的
＋
⑬
て
勝

あ
に
付
き
略
す
、
次
は
㊦
の
壁
化
『
は
』
次
は
㊦
S
撞
化
冒
涜
郎
髪
ホ
す

こ

▼

」

・

－

1

▼

、

、

ト

ー

　

■

・

．

I

I

、

I

I

・

　

・

・

l

・

－

・

一

l

h

u

＼

　

：

紅
駆
り
、
崖
欝



⑳㊥⑳＋＋
㊦⑳㊨㊤＋

㊤1－＋＋＋＋十十
＋＋＋

‡
＋＋‡竿晶浮去

十的＋⑳＋乙＋
＋＋＋＋⑳＋＋＋
＋＋十十㊥⑳＋甲

毒草志奉書‡志
琵竿志竿軍票竃讐

≡
◎＋＋㊥◎
十十＋⑳
＋＋閑＋

（開脚節倣日）

＋＋‡＋

はと⑳へ
＋⑳い⑳ほ
に＋＋＋㊤

七

鼻

轟

●

〇
第
四
番
（
⑳
勝
）

㊦
が
目
鎌
節
三
観
山
冒
旨
凍
わ
た
る

分
、
㊨
若
し
⑳
へ
止
む
れ
は
⑳
へ
打
ち
、

㊧
＋
⑰
⑳

⑳
⑳
⑳
⑳

㊥
⑳
⑳
⑳

＋
串
⑳
⑳

＋
＋
⑳
鈴

＋
⑳
㊥
い
＋
⑮

桓

十

＋

‡

＋

跡
容
易
の
膠

⑮
在
に
⑳

へ
　
蒸
ら
ば

『
い
、
⑳
．
⑳

⑳
』
に
て
膠

っ
⑳
の
局

だ
打
つ
以
上
は
自
致
方
な
し
り
㊦
を
『
い
、

ろ
、
は
』
の
過
に
凍
る
も
自
由
に
勝
つ
、
盛

者
だ
し
て
次
に
二
三
局
を
示
す

○
約
五
番
の
二
（
◎
聖

轟
針
目
針
齢
摘
銅
齢

剛
的
針
鯛
諸
『
い
・
ろ
、
は
」
。

ヰ
⑳
ろ
嘩
十
十
　
円
氾
脚
色
戊

内
い
＋
土
十
判
は
「
は
晋
打
㊥
の
打
ち
方
鼠
禦
l
買
⑳
忍

〇
第
五
番
の
四
（
⑳
膠
）
・

＋
＋
＋
＋
＋
㊧

＋
＋
㊤
＋
⑳
㊥

小
関
船
舶
H
晰

＋
⑳
＋
⑳
‡

内
⑬
＋
＋
銅
十

第
】
編
肌
両
元

㊦
の
舜
化
な

り
鬼
に
て
二
間

衆
は
終
局
ど
な

る
、
次
は
附
立

に
移
る
附
立

面
は
苑
迄
の
局
面
を
感
触
王
で
打
耽
み
ら

れ
よ
、
次
は
㊧
の
反
封
を
示
す

〇
第
立
番
の
〓
◎
迄
）

っ
、
次
は
冊
の
鰻
化
む
示
す

0
第
五
番
の
三
（
⑳
勝
）

㊦
の
礎
化
な
り
、
⑮
反
対
は
『
い
、
◎
」

の
『
ご
』
l
こ
打
た
ば
聯
珠
凧
棚
須
大
森
へ
の

部
だ
同
叫
な
れ
で
も
、
劉
引
の
趣
旨
に
披

㊧
の
反
射

は
⑳
造
園

の
如
く
打
進

む
㊨
は
跡

甲
乙
だ
打
弛

み
弗
制
せ
ん

と
の
和
ら
な

ら
ん
も
◎

㊥
＋
＋

㊥
十
十
‡

に
で
勝
つ

閲
反
対

は
『
⑳
ろ

⑳、◎』

に
て
四
々

牌

＋
＋
＋
ろ

り
斯
く
⑳
⑳
ご
必
勝
の
組
立
を
な
す
■
姐

の
凍
る
桝
『
い
』
よ
り
『
ビ
』
ま
で
の
七
ヶ
所

な
一
所
よ
り
七
節
に
分
ち
説
明
し

反
封
に
凍
り
た
る
を
八
番
に
示
す



㊧＋◎＋＋＋
＋◎一十㊤＋＋　宗
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⑳＋⑳㊥十十
㊨⑳⑳◎十十
＋＋◎㊦⑳＋
＋十昏⑬＋㊤

㊦十十十十十十＋
⑳＋∈∋＋十十十
＋⑳㊥十十＋㊤‡
＋㊦⑳◎◎＋⑳＋
＋⑳⑳⑳⑳㊥㊨＋
＋＋㊨＋⑳㊤＋十・
十十十十十⑳十十

一十㊧＋⑳＋＋＋

＋＋◎＋∈∋＋＋
一十＋＋⑳㊥＋＋

⑳㊦⑳◎⑳⑳＋
＋◎＋⑳＋
㊦㊤㊨⑳⑳

1－㊧＋⑳＋＋
⑳＋◎＋串十
十⑳＋⑳㊥十
＋㊨◎⑳◎＋㊥
＋＋ゆ⑳＋⑳十
十十十⑳＋＋㊤

㊧＋＋＋＋＋
＋⑳㊨㊤＋十
十㊥⑳㊥十十
㊨⑳⑳◎⑳⑳
⑳⑳⑳㊧⑳㊦
＋⑳十十＋㊤
㊧＋㊧＋＋＋

㊦
か
昌
嶽
第

四
囲
の
『
い
』
に

凍
れ
る
卦
、
次

は
㊦
の
舜
化

『
ろ
』
の
部
を
示

す

〇
第
三
番
の
〓
⑳
讐

㊦
が
日
磁
第
四
園
の
『
は
』
に
凍
れ
る
分

〇
第
二
番
（
⑳
膠
）

㊦
が
最
第
臥
観
の
『
ろ
』
に
水
屋

⑳
反
瀞
は
『
⑳
、
い
、
曹
』
と
勝
つ

〇
第
四
番
（
⑳
膠
）

㊦
が
自
蔵
第
四
陶
の
『
に
』
に
凍
れ
る
分

＋
＋
＋

㊨
反
射
に
凍
る
も
蹴
な
し

次
は
㊧
の
反
対
を
示
す

〇
第
三
番
の
二
（
⑳
勝
）

次
は
㊦
の
媚
化
巧
は
』
の
部
室
が
す

＋
＋
＋
＋
曹
㊤
＋

＋
＋
＋
＋
⑳
十
十

＋
㊤
㊥
◎
◎
＋
＋

⑳
＋
⑳
⑳
⑳
㊧
＋

＋
⑳
＋
㊦
＋
⑳
＋

㊧
‡
＋
㊦
＋
⑳

＋
＋
＋
⑳
＋
‡

⑳
の
反
対

な
、
り
次
は
㊦
が

『
に
』
に
凍
れ

る
分
を
示
す

次
は
㊦
の
舜
化
『
ほ
』
の
部
室
不
す

〇
第
五
番
の
二
◎
膠
）

㊦
が
‖
錬
第
開
園
の
『
ほ
』
に
凍
れ
る
分

㊨
虜
封
は

前
番
を
見
て

知
る
べ
し
、

次
は
⑳
の

反
射
を
示
す
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＋㊤＋⑳＋＋一十
⑳＋⑳⑳◎㊨十
十十㊦⑳＋㊤十
一トト⑳⑳⑳㊥＋

＋㊧＋⑳＋⑳＋
十十一十㊦＋＋⑳

し

〇
第
五
番
の
二
（
⑳
膠
）

宙
の
反
響
号
由
は
追
手
な
ら

≠
帖
針
叫
的
絹
針
付
次
は
㊦

＋
㊤
㊥
台
＋
⑳
十
十
の
肇
化

紺
潮
欄
潮
卿
芋
絹

〇
第
六
番
（
⑳
膠
）
、

㊦
が
目
錬
第
四
酢
の
『
へ
』
表
れ
る
卦

⑳
及
び
㊨
の
定
常
は
郡
部
を
見
て
知
ら

〇
第
七
番
の
〓
㊧
迄
）
　
　
　
　
次
は
㊧
の
反
射
を
示
す

㊦
が
目
録
第
四
囲
の
『
蓋
に
凍
れ
る
卦
　
　
〇
第
八
番
説
明

㊧
の
後
『
い
、
ろ
、
は
、
に
』
の
四
迫
勝

⑬
亀
は
旨
止
ひ
れ
ば
『
い
、
串
』
の
膠

十
十
＋
＋
＋
㊤
＋
＋
＋

＋
＋
＋
＋
⑳
⑳
◎
＋
＋

⑳
の
反
射
は
⑳
ま
で
園
の
如
く
打
ち
進

㊨
い
＋
＋
＋

⑳
＋
⑳
＋
＋

⑳
◎
は
⑳
＋

◎
ろ
⑳
＋
⑮

陀
＋
＋
＋
＋

＋
＋
＋
＋
＋
㊧

＋
＋
串
㊥
⑳
＋

＋
ろ
ば
⑳
＋
＋

＋
＋
⑳
＋
‡

ほ
⑳
い
⑳
粍
＋

㊤
十
十
＋
＋
＋

む
㊦
の
凍
る

所
『
い
』
よ
り

『
ほ
』
迄
の
五
ヶ

所
を
順
次
に
説

明
す

れ
よ
、
次
は
㊦
の
壁
化
冒
』
の
部
を
示
す

㊧
反
射
は
扁
容
易
な
ら
、
次
は
⑳

の
舜
化
を
示
す

〇
第
七
番
の
二
（
㊥
迄
）

㊨
の
礎
化
な
㌔
命
の
彿
訂
、
ろ
、
は
、

に
』
と
四
追
勝

＋
＋
＋
＋
十
㊤
＋
＋
＋
＋

＋
＋
＋
＋
⑳
＋
＋
㊧
＋
＋

＋
㊤
㊥
⑳
商
館
＋
⑳
＋
＋

＋
＋
⑳
㊦
⑳
＋
⑳
◎
い
ろ

＋
⑳
＋
⑳
⑳
◎
＋
⑳
は
＋

㊥
＋
＋
＋
串
＋
酉
に
＋
＋

〇
第
八
番
の
〓
⑳
勝
）

㊦
の
欒
化
『
い
』
の
部
打
で
。

次
は
⑬
の
反
射
を
示
す

〇
第
八
番
の
二
⑳
勝
、
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鼻　　炎
化　　は

整、㊥
bど

す　　の

㊤＋⑳＋＋＋
㊨⑳◎⑳＋＋
＋＋◎⑳串＋
＋⑳◎⑳⑲＋
㊧㊦十十⑳十
十十＋＋＋⑳
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照
り
い
尺
判
在
り
、
叩
曳
い
』
に
来
る
も

・　・－－1

同
様
の
脇
、
新
し
『
ろ
旨
凍
ら
ば
『
⑳
は

〇
第
八
番
の
四
（
⑳
膠
）

㊦
欒
化
『
は
』
の
部
な
ら

し
■

■

7

1

1

．

ず

る
所
に
膠
あ
ら
、
白
の
止
め
方
鈍
き
を
知

る
べ
し

H
針
針
針
梱

＋
㊧

次
は
㊦
の

欒
化
を
示
す

い
、
に
』
の
廟
、
次
は
㊦
の
慶
化
を
示
す

0
第
八
番
の
三
（
⑳
膠
）

の
欒
化
『
ろ
』
の
部
な
ら

れ
た
む
　
り
　
　
　
　
畑
ゑ
じ
い
う

㊦
の
が
め
方
無
警
る
枚
自
由
に
讐

＋
十
十
十
＋
㊧
＋

‡
㊤
㊥
⑳
＋
十

＋
㊦
＋
⑳
㊨
＋
＋

＋
⑬
㊥
⑳
⑳
⑲
⑪

針
諸
鯛
用
日
出

次
は
㊦

の
嘩
化
を

示
す

－
　
－
メ
駁
T
、
■
　
慮
■
1
－

の
反
雷
　
＋
＋
⑳
◎
＋
＋

示
す
　
叫
針
欄
出
場
欄

〇
第
八
番
の
六
（
⑳
迄
）

0
約
八
節
の
真
⑳
迄
）

㊦
の
鼻
化
『
に
』
の
部
な
ゎ

⑳
に
で
容
易
の
膠
ど
な
る

次
は
㊧
針
糾
針
針
針
針
梱

り
二
乙
毎
ク
．
十
十
儲
＋
⑳
＋
＋

○
椚
八
番
の
七
（
⑮
迄
）

㊦
の
柑
化
『
ほ
』
の
部
、
㊨
の
桟
『
い
、
ろ
、

は
、
に
』
の
四
迫
勝
⑳
反
対
な
れ
ば
恐
れ

ず
⑳
を
何
校
に
打
た
ば
跡
四
追
膠
ど
な

る
手
放
自
止
め
方
な
く
品
の
猶
相
撲
な
ら

⑳
の
反
射
音
、
⑳
に
て
四
通
八
達
封
次
臣
節
豊
富
示
す

要
す
る
に
八
番

．
は
無
理
な
る
故

少
し
も
縫
れ
た

る
局
面
な
き
は

初
心
者
の
研
究

に
は
大
に
情
人

す
る
に
近
し
、
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熟

a
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hu

Q

第
一
編
弟
望
阜
齢
耶
り
　
。
讐
番
竺
（
㊧
迄
）
　
　
　
さ
せ
⑳
⑳
の
順
に
で
讐
、
次
は
㊦
の

㊥
の
打
方
を
齢
耶
呈
買
附
下
是
㊦
が
最
第
富
の
曇
に
菅
雷
莞
『
ラ
』
の
部
票
す
・

オ
ノ
診
：
戸
窒
：
．
鵡
）
－
ノ
う
　
　
　
ト
1
夢
）
聖
．
1
、
）
ヲ
．
4
－
1
挙
　
　
　
　
0
夢
二
帝
の
〓
⑳
膠
）

射
し
⑳
迄
打
進
む
観
の
如
し
㊦
が
凍
る
卦
、
㊧
の
郎
『
い
、
ろ
音
四
迫
膠

所
『
す
、
ク
、
ラ
、
ハ
、
ナ
』
の
五
ヶ
所
を
打
示

し
外
に
参

考
だ
し
て

後
手
が
策

ろ
Å
ノ

を
弄
し
て

先
手
を
迷

㊦
が
日
錬
第
五
陶
の
『
サ
』
に
悸
品
る
郡
』
杭
が
ぎ

■

　

　

l

　

）

　

■

　

　

－

1

r

　

　

　

■

n

川

l

　

）

　

■

　

1
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L

l

　

）

　

　

■

舟
、
⑳
反
射
は
『
㊨
、
⑳
、
⑳
誓
願
つ
　
が
糾
い
馴

は
さ
ん
ざ
す
る
が
如
き
局
面
を
示
す

㊧
の
反
封
は
終
り
に
示
す

第
一
番
（
⑳
勝
）

⑳
を
⑳
に
止
む
れ
ば
『
い
』
ビ
打
つ
㊨
を
次
は
㊧
の
反
射

次
は
⑳

反
対
を
示

す

㊦
が
日
蠍
節
立
脚
l
の
『
ラ
』
に
凍
り
た
る

卦
、
⑳
に
T
m
雄
大
優
勢
に
て
自
由
自
在

の
膠
ど
な
る

○
約
二
番
毎
二
（
⑳
彗

㊧
の
反
封
な
ゎ
、
⑳
に
て
冒
、
乙
』
両
膠

を
示
す

＋
㊦
四

次
は
㊦
の
鐸

化
『
ク
』
の
部
を

示
す

も
四
追
残
る

故
事
な
し
、

㊧
亀
は
』

に
止
む
れ
ば

『
に
』
に
打
ち

⑬
に
止
め

〇
第
三
番
の
三
⑳
迄
）

H
深
針
憫
⑳
の
監
な

＋
⑳
＋
⑳
＋
㊤

瑠
＋
◎
＋
＋
　
ら

⑳
◎
◎
㊨
次
は
㊦
の
欒

－
　
ヽ
嶋
■
7
　
－
　
．
へ
．
．
▲
」
7

化
『
ハ
』
の
部
を

示
す



⑳◎㊦㊥＋＋＋＋
＋⑳⑳㊤㊧⑳⑳＠
㊨⑳⑳⑳＋＋＋
⑳⑰◎㊨＋＋十
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⑳◎㊦⑳＋＋＋
は＋⑳掟⑳十一＋
十十＋⑳＋㊤＋
ろ＋＋＋㊧＋＋

○
節
囲
埜
⑲
勝
）

㊦
が
目
錬
第
五
陶
の
『
ハ
』
に
凍
れ
る
分
　
○
参
考
の
一
例
（
⑳
膠
）

㊧
及
㊨
反
対
に
凍
る
も
打
方
に
牽
か
な

H
詣
針
什
梱
次
は
㊦
の

㊥
㊤
⑳
◎
⑳
⑳
＋

＋
＋
⑳
＋
◎
＋
＋

＋
◎
＋
＋
＋
＋
＋

㊨
＋
⑳
＋
＋
＋
＋

塵
化
『
ナ
」
の

部
を
示
す

○
参
考
の
三
例
（
㊧
迄
）

㊧
よ
り
『
い
、
ろ
、
は
、
に
、
捜
、
へ
』
の
四

追
膠
、
塵
考
の
局
面
少
し
く
珠
順
を
巧
妙

に
打
ち
た
る
傾
あ
る
も
力
量
を
上
達
せ
し

む
る
鰯
也
、
慶
化
は
自
ら
打
試
む
べ
し

〇
第
五
番
（
⑳
勝
）

㊦
が
目
錬
第
五
陶
の
『
ナ
』
に
凍
れ
る
卦

㊧
反
欄
は
前
歎
局
を
参
照
せ
よ

＋
⑳
＋
＋
＋
㊧
＋

次
に
塵
考
　
＋
＋
⑳
＋
⑳
＋
＋

ビ
し
て
三

局
を
示
す

㊥
㊤
㊦
◎
⑬
＋
＋

＋
㊨
⑳
㊧
◎
＋
＋

＋
⑳
＋
⑳
⑳
⑳
＋

㊧

＋

十

‡

㊨

○
塵
考
の
二
例
（
⑳
勝
）

＋
＋
⑳
＋
＋
＋

＋
＋
＋
⑳
＋
㊤

＋
㊨
⑳
⑳
⑳
＋

㊥
㊤
⑳
◎
＋
＋

㊦
＋
⑳
⑳
㊧
＋

⑳
⑳
㊨
＋
＋
＋

⑳
＋
＋
＋
＋
＋

次
は
⑳

の
反
対
を

示
す

0
節

番
（
⑳
迄
）

㊧
の
反
射
は
岡
の
如
く
⑳
迄
打
進
む
⑳

＋
＋
＋
＋
＋
㊥

＋
㊥
宙
＋
◎
＋

＋
＋
＋
⑳
＋
＋

＋
＋
⑳
⑳
＋
＋

＋
⑳
＋
＋
＋
＋

㊤
＋
＋
＋
＋
＋

づ
け
さ
が

何
れ
へ
凍
る
も

大
桂
馬
及
び
二

間
爽
み
等
鰍
に

打
示
し
た
る
局

面
に
よ
も
で
膠

も
方
は
合
鮎
せ

ら
る
べ
し
、
是

か
と
ろ
ひ
び
書

に
て
附
下
り
は
終
る
次
は
角
合
引
を
示
す

博
　
　
一
劇
場
†
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螢
叫
編
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互
選
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場
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㊥
の
止
め
方
を
郎
那
三
雲
、
本
局
は

⑳
を
陶
の
如
く
打
つ
㊤
の
撃
炭
『
い
、

〇
第
一
番
の
二
（
㊨
迄
）
　
　
　
　
　
〇
第
二
番
毎
二
（
⑳
勝
）

㊦
の
反
対
な
ら
㊨
よ
島
い
、
ろ
、
は
、
㊦
の
反
対
な
り

‡
㊥
＋
掟

＋
㊤
＋
◎
＋

は
＋
⑳
⑳
由

＋
◎
十
ろ
＋

⑲

＋

‡

＋

ろ
、
は
』
の
三

ヶ
所
を
打
示

す
若
し
『
に
』

に
蒸
ら
ば
第

三
番
き
同
様

の
膠
あ
ら
㊧
の
反
封
は
第
四
番
に
示
す

に
』
だ
四
追
次
は
西
の
舜
化
『
は
』
の
部
を
示
す

膠
⑳
反
射

は
『
ほ
、
⑳
．

㊧
』
ゼ
勝
つ

㊨
反
射
は

『
に
、
へ
、
ビ
』

＋
十
十
＋
＋
⑳
＋

＋
＋
㊥
＋
◎

＋
㊤
＋
⑳
⑳

＋
㊦
⑳
⑳
⑳

＋
⑳
＋
㊤
㊨

⑳
＋
＋
＋
＋

〇
第
一
番
の
〓
⑳
膠
）
．
．

㊧
が
日
銀
第
六
陶
の
『
い
意
凍
れ
る
卦

の
膠
、
次
は
㊤
の
舜
化
『
ろ
転
の
部
を
示
す

〇
第
二
番
由
一
（
⑳
膠
）

串
が
日
厳
第
六
国
の
『
ろ
旨
凍
わ
た
る

分
、
針
は
㊦
の
通
封
蓋
す

岩
場
針
舶
用

申
出
e
⑳
⑳
⑲

＋
⑳
封
的
‡

㊥
＋
⑳
＋
＋
＋

＋
＋
鯖
銅
＋
＋

〇
第
三
番
（
◎
膠
）

㊧
が
目
叙
璧
ハ
陶
の
『
は
』
に
凍
れ
る
卦

⑳
反
対
は
『
い
』
と
打
つ

次
は
㊧
の
慶
化
を
示
す
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㊥
の
反
対
に
凍
れ
る
は
陶
の
如
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＋
⑳
＋

◎
⑳
㊦
⑳
＋
十
十
⑳

㊥
㊥
⑮
⑳
＋
＋
⑳
＋

＋
＋
＋
閑
＋
乙
‡

〇
第
五
帝
の
真
⑳
肪
）

⑳
の
壁
化
学
。

＋
＋
＋
＋
⑱
＋
窃
十
十

十
㊤
＋
㊨
＋
⑳
＋
＋
十

十
十
◎
㊨
⑳
⑳
⑳
十
⑳

＋
㊤
＋
⑳
＋
◎
⑳
⑳
＋

栽
憫
欄
傭
賢

次
は
㊧
の
舜
化
を
示
す

〇
第
五
番
の
六
）
⑳
勝
）

㊧
の
欒
化
な
ら
　
㊧
を
『
い
』
に
蒸
ら
ば

『
㊧
⑳
⑳
㊨
、
は
、
に
、
ほ
』
り
膠

〇
第
五
節
の
七
（
⑳
迄
）

⑳
の
痙
化
な
ら
㊥
の
務
『
い
、
ろ
、
は
』
ご

四
迫
臍

㊧
十
十
十
＋
＋

次
は
⑳
の

舜
化
か
二
不
す

蛤
は
＋
㊧
㊨

ろ
㊧
⑳
＋

⑳
◎
⑳
⑬

⑳
㊨
◎
＋

㊦
⑳
＋
＋

㊧
＋
⑳
⑳
＋

〇
第
五
番
の
八
（
⑳
登

⑳
の
塵
化
学
り

藩
　
　
　
　
邸

横
　
　
　
磯



●
　
　
　
　
a

場
′

∃
酵

＋
＋
＋
＋
㊨
＋
＋
十

十
尽
一
十
①
⑳
⑳
十
十
鵬
⑥

＋
㊨
⑳
㊧
⑳
十
十
＋

＋
①
⑬
⑳
⑳
㊤
＋
㊥
）
百
出
属
地

＋
◎
⑳
㊤
⑳
＋
㊧
＋

⑳
⑧
⑰
鯉
⑮
⑳
十
十
1紳

＋
十
十
十
十
十
⑬
十

〇
琵
屑
鮮
3卓
（
◎
蟄
）

配
⑳
警
富
志
志
‡
志
‡

G、
配
舟
‡
‡
悪
霊
留
纂
志

将
や
　
　
＋
＋
㊥
⑳
＋
⑳
＋

＋
＋
⑧
⑥
⑬
⑳
⑰

○
馬
絹
鞋
三
十
（
悪
道
）

＋
㊤
＋
＋
＋
＋
＋
⑮

十
時
⑳
⑳
S＋
◎
＋
　
青
雲
⑬

＋
＋
思
⑳
＋
⑳
＋
＋

十
十
①
璧
⑳
㊥
＋
＋
　
∈
儲
蜜
趣

志
志
苦
寒
忍
苦
志
‡
一
陣

○
態
掴
鰭
倉
卒
日
　
通
）
㊧

⑳
G畳
か
恒
、
㊧
e磯
『
ユ
タ
吋
′
雲
』

山
監
招
塾

e底
轟
和
書

塙
桓

○
酎
く
賠
針
目
㊦
剤

⑮
e蜃
寮
誓
瓜
　
㊧
S璧
『
ニ
′
吋
′
雲
′

＋
＋
＋
一
十
＋
㊧
＋
＋
　
ヒ
』
QE磁
蟄

馳
⑬
‡
志
讐
志
竿
‡
‡
志

Q
懲
ギ
＋
＋
⑳
＋
⑳
⑳
◎
＋
　
鵬
㊤
Q

『
く
』
◎
唸
H遠
雷
富
竿
‡
‡

媚
ケ
　
巌
諸
芸
鎧
阜
蟄
軸
賭
す

㊨
6億
曽
ロ
ム
【
3⊇
竜
野
ニ
′
ヾ
’
雲
′
　
○
忘
1（
待
合
1（
⑳
親

ヒ
』
壬
荘
煽
蜂
駐
童
好
悪
」
虹
鱒
J彗
Fニ
j②
芸
＝
章
買
十
1億
eF日
出
鴬
£
将
　
　
○
琵
1摘
引
11（
⑬
彗
）

ヒ
◎
嫡
m
J
　
　
　
　
　
　
春
雷
曇
宗
野
こ
か
篤
ぐ
坤
　
　
㊤
ミ
繋
ぎ
か

＋＋＋＋＋㊨

付H針諸

㊧⑳⑳⑳⑬⑱

＋昌㊨◎十億

＋㊦⑳⑰⑳①

＋＋⑳①㊤⑧

＋⑳①㊤⑥①㊥

＋⑬⑳㊧彗＋

⑳⑳⑳⑳＋吋

＋＋皇TT㊦十十

⑮◎⑳⑳＋思＋



＋㊥＋㊤一十＋
＋㊨⑳⑳◎㊧
＋＋㊨◎㊦＋
⑳⑳⑳⑳◎㊧
＋㊤⑳＋＋＋
＋＋＋⑳＋＋

‡＋十十一ト㊨十十＋

＋＋十◎十㊧十十
＋㊥◎㊤＋㊥＋
⑳⑳⑳⑳㊧㊧
＋㊧⑳⑳◎＋⑳
＋⑳＋⑳⑳＋一十
⑮＋⑳㊨⑳＋＋
＋＋＋⑳＋⑮十
＋＋＋＋＋㊨＋＋

蔓等．宴

の　　次

損　　は

皆　㊥

＋＋＋＋＋㊤十十
昔元茜㊥＋串⑳⑳＋＋命

警牽愛書琵毒

倍　＋＋＋＋＋捻＋＋
略

慶
化
を
示
す

誉
㊦
の
　
瀾
針
針
翫
両
肘

○
撃
ハ
番
の
四
（
⑳
膠
）

㊦
の
麺
化
な
ら

＋
暫
◎
◎
⑳
⑳
⑳

＋
㊤
ゆ
⑳
⑳
＋
は

＋
◎
⑳
㊧
⑳
十
十

叫
的
諸
鳩
博
廿

次
は
⑳

の
慶
化

『
ト
』
の
部

を
示
す

次
は
⑳
の

欒
化
を
示
す

○
節
七
番
の
〓
⑳
膠
）

㊧
が
日
放
拾
十
二
榊
の
7
旨
凍
れ
る

卦

0
第
七
番
の
三
（
㊧
迄
）

⑳
の
樺
化
な
～
，
⑳
の
後
『
い
、
ろ
、
は
、

に
、
ほ
』
の
四
迫
防

◎
＋
＋
＋
＋

次
は
㊥
の
壁
化
を
示
す

0
堅
ハ
番
の
真
㊧
迄
）

㊦
の
硝
化
な
♭
　
㊥
の
後
『
い
、
ろ
、
は
』

の
四
追
放
に
て
六
番
は
終
る

次
は
⑳

の
担
化
を

示
す

＋
十
酉
＋
＋
＋
＋

針
目
詣
針
針
枯

＋
翰
閏
㊧
㊥
層
儲

＋
叶
層
噴
煙
層
十
　
示
す

瑞
什
㈲
増
車

0
第
七
番
の
二
ノ
（
⑳
勝
）

⑳
の
慶
化
行
了
。

鯵

●

t
k
轡
∵
∴
劇

｝　　ぅ



＋＋＋＋⑳＋⑮
＋＋⑳⑳⑳⑳⑳

雫去宕冨霊‡‡
＋㊧⑳⑪
＋＠十十

＋＋
十十‡次は㊧の

十十十十⑳＋＋＋
十十㊥㊧㊤⑳肉＋
＋＋㊦⑳⑳⑳◎歯
⑳⑳⑳⑳◎
十十㊨⑳㊧

‡‡

欒
化

＠・戸
㊦○⑳◎
⑳⑳⑳㊥
薗⑳約
十⑬由
＋＋＋

＋＋＋＋餉＋＋＋
十十㊥㊧㊤⑳㊤＋
＋1－㊦⑳⑳⑳⑳◎
簡単⑳⑳⑳⑳＋◎
＋＋㊨⑳㊧＋㊨十
十十⑳一十⑳⑳＋＋
十十十⑳⑳⑮十十

十

欒
化
『
チ
』
の

部
を
示
す

0
約
八
番
の
〓
⑳
迄
）

㊨
が
‖
似
約
十
二
陶
の
『
チ
旨
凍
れ
る
卦

串
の
彿
買
、
ろ
』

の
四
氾
勝
⑳
を

『
い
、
は
』
等
に
凍

ら
ば
『
に
』
に
引
き

で
跡
四
追
と
な
る

次
は
㊦
の
反
対

を
示
す

㊤
㊦
＋
＋
＋

⑳
⑳
⑳
＋
＋

㊤
⑳
◎
⑳
⑳

㊨
⑳
⑳
⑳
眩

紳
輔
鴇
鳩

⑳
＋
⑳
＋
＋

は
『
⑳
、
ミ
ち
』
の
爾
嘩

＋
＋
＋
＋
へ
＋
十
十

掛
掛
覿
肺

詣
餉
餉
嶋
欄
針
サ

＋
㊨
◎
⑳
＋
と
＋
＋

＋
＋
㊨
＋
ぢ
＋
＋
＋

▲
野

犠

付
属
反
濃
『
上
⑳
』
克
ち
て
㊨
叉
　
〇
第
八
番
の
四
（
◎
迄
）

次
は
⑳

の
舜
化
を

示
す

⑳
の
塵
化
な
ら
⑳
に
で
何
れ
に
止
む
る

＋
＋
＋
＋
＋
㊧
十

十
十
⑳
⑳
⑳
＋
＋

〇
第
八
番
の
二
（
㊥
迄
）

㊦
の
反
対
な
ら
密
の
棲
『
い
㌢
り
引
き

始
め
四
追
六
回
勝
　
本
局
は
㊤
を
⑳
に

下
さ
ば
榔
影
野
監
宗
完
と
思

理
に
踊
す
る
も
豊
川
の
膠
方
を
示
し
て
聯

珠
の
無
限
な
る
趣
味
を
知
る
の
一
端
に
供

示
す
　
謀
鴨

〇
第
八
番
の
三
（
㊧
迄
）

◎
の
壁
化
な
ら
㊧
の
筏
『
い
、
ろ
』
の
四

追
勝

＋
＋
㊨
＋
＋
＋
‡

…
…
掴
拡
鰍
郡

⑳
＋
＋
＋

◎
⑳
十
＋

㊨
⑳
⑪
⑮
⑳
＋
⑳
＋
＋
＋

も
四
追
膠

㊥
反
射

は
四
迫
㊦
反
対

は
略
す

⑳
の
⑳

に
凍
れ
る

は
打
試
み

ら
れ
よ

次
は
⑳
の
婁
化
を
示
す

L
 
O
第
八
番
の
五
（
⑳
靡
）

⑳
の
な
り
閑
の

戊
封
は
略
す

次
は
命
の

塵
化
を
示
す



＋＋㊥＋
＋十㊥⑳
㊥＋ろ

英、

＋＋＋＋⑳⑳⑳
㊥＋㊤界⑳⑳十一
十⑳⑳◎◎＋十
十十◎⑳㊨十十
㊧㊦十十十十＋

一　　　其

＋㊥＋㊤
㊧⑳⑳＋
＋＋＋⑳
＋6紳十
十十一日

閲　　HI

¢射十∈9－ト

㈹⑳⑳⑳
＋⑳◎㊧
＋⑳十十
＠＋＋＋

陶　　乙

英

＋＋＋⑳＋
＋⑳＋＋＋
㊥◎㊤⑳㊨
⑳⑳㊦◎
㊤＋◎⑳
⑳⑳＋⑳＋

0
窮
八
番
の
六
（
⑳
迄
）

㊧
の
反
対
な
ら
⑳
に
て
『
い
．
ろ
』
叉
は

『
は
、
に
』
の
南
膠

針
鍼
的
野
次
は
＠
の
反

◎
⑳
㊤
㈹
緋
封
塞
す

＋
＋

0
第
九
番
（
説
明
）

⑳
の
目
録
第
十
一
面
の
『
ク
旨
凍
れ
る
分

本
局
は
⑳
が
◎
及
び
⑳
の
聯
に
摘
は
す

防
ぎ
た
る
は
引
け
よ
だ
の
澄
な
る
も
黒
引

か
す
し
て
七
味
を
下
さ
ぼ
白
の
陰
謀
董
餅

と
な
ら
辞
易
な
る
黒
膠
に
達
す
る
る
以
て

愈
考
の
承
め
三
局
を
示
す

0
第
Å
番
の
七
（
説
明
）

㊤
の
慶
化
な
ら
本
局
即
甲
園
は
乙
園
と

同
じ
聯
珠
眞
理
第
四
番
を
参
照
せ
ら
れ
た

し

＋
＋
㊥
十
十

＋
＋
⑳
＋
⑳

＋
◎
⑳
十
＋

＋
＋
＋
㊦

＋
＋
⑳
＋

㊤
⑳
◎
＋

⑳
◎
⑳
㊨

＋
㊥
＋
㊤

次
は
㊨
の
挺
化
「
リ
』
の
部
を
示
す

〇
第
十
番
の
二
㊨
迄
）

⑳
が
ー
‖
蹴
釣
十
二
間
ご
』
に
猟
れ
る
分

館
の
後
口
、
ろ
』
の
四
追
勝
本
局
に
第
五

番
だ
大
同
小
異
に
T
未
だ
示
芦
い
る
も
の

薗
麺
化
を
多
少
研
究
す
れ
ば
足
る

＋
＋
＋
十
＋
◎

博
的
什
器
出
警
㊨
の

鰐
錮
細
開
村
輝
琴
局
を

掴
鍼
的
湖
欄
針
示
す

＋
‡
㊨
＋
＋

～
　
㌢
．
日
日
日
日
■
日
日



㊥皆㊨
の　り　の

後　塵遜

『
い

塞

＋＋＋＋㊧＋＋十
十＋一十㊥＋＋＋＋
十㊥⑳串毎⑮十・＋
＋⑳⑳㊥⑳＋＋＋
＋㊨㊦◎◎＋齢⑳
＋＋⑳㊦◎＋⑳一十
＋◎＋㊨⑬㊨＋＋
⑳十十＋＋＋十十

‡H遠雷‡‡
雷富富雷雷志‡
＋69⑳◎辟㊥十
十㊥・＋⑳⑳＋㊤

（間三十第億日）

＋㊨＋＋＋㊧
＋＋◎⑳◎⑳
㊥＋㊤⑳⑳＋
＋⑳十⑳⑳㊦
＋十・・◎㊤＋＋
．⑳＋＋＋＋

■■■　▼■‾・■‾■■▲‾‾　－1－－▲一・・・・－－一－・－．・一一一一－．・・－一・・．・－一一・・一一一▼＿

【　l l l　　　　　　　　　　－－－　　　　　　　　　＿　　＿　＿　＿＿蛙ニ二三

●

嶋

．▲▼

紬
響

C
第
十
番
誓
一
（
⑬
迄
）

ろ』

の
四
追
膠

是
に
て

砲
上
之
部

は
終
局
す

次
に
同
下
の
部
を
示
さ
む

命
の
欒
化
十
言
所
の
中
『
ル
』
に
凍
れ

る
卦
を
抽
出
せ
る
者
打
で
。
、
⑳
を
下
す
時

㊧
の
凍
る
所
『
い
』
よ
句
『
ほ
』
迄
五
ヶ
所

を
順
次
に
打
示
す

〇
第
一
番
（
⑳
勝
）

㊧
が
日
銘
第
十
三
園
の
『
い
』
に
凍
れ
る

分
㊦
反
対
は
⑳
⑳
よ
品
追
勝
㊨
反

対
は
『
い
』
に
打
ち
て
繭
膠
と
灯
る

次
は
㊤
の

欒
化
『
は
』
の

部
を
示
す

第
一
編
第
十

葦

下
之
部

㊥
の
新
守
止
め
た
る
に
対
し
⑳
の
打
方

を
裏
梅
だ
稀
す
、

其
の
睨
弟
は
即
上
之
部

に
詳
説
せ
む
、

本
局
は
日
額
第
十
二
国
の

⑳
十
十
十
十

＋
⑳
⑳
⑳
十

的
＋
⑳
㊦
＋

針
鋤
欄
鯛
畑

山．（mr一珊小汚‥m）

次
は
㊤
の

鍵
化
『
ろ
』
の

部
を
示
す

○
讐
轟
の
三
尊
膠
）

㊧
が
日
産
第
十
三
園
の
『
は
旨
凍
れ
る

卦次
は
㊦
の

塵
化
を
示
す

＋
＋
擢
＋
＋

ろ
⑳
⑳
は
＋

＋
串
は
⑳
＋

＋
＋
⑳
＋
㊥

＋
銅
い
十
十

〇
第
二
番
（
⑳
膠
）

㊧
が
‖
磯
節
十
三
陶
の
『
ろ
旨
凍
れ
る

卦
の
反
射
ほ
的
◎
よ
り
p
q
氾
勝
川
反

対
は
齢
に
打
ち
て
両
肪
と
な
る

肺
の
埋
化
掌
り
　
⑳
に
て
『
岬
、
乙
福
勝

〇
第
三
番
竺
一
（
◎
迄
）

踊
亮
加
は
『
⑳
、
い
』
と
打
つ

三
十
五



＋＋甲◎＋
㊥十∈∋⑳乙
＋⑳㊦⑳◎
＋＋◎＠㊧
＋㊧＋＋◎

㊦＋＋＋＋＋
㊤⑳＋＋＋㊧

塵
化
を

示
す　　　の

＋園＋＋＋＋＋

＋◎⑳㊨⑳
⑳争い⑳⑳

‡軍醤悪霊昌害‡

‡
㊨＋ろ乙十十

十・㊧

‡

＋⑬＋＋㊧＋㊨
＋十⑳⑳◎⑳＋
㊥＋∈∋⑳⑳⑳⑳
＋e㊦⑳⑳◎＋

志竿等‡墨

三±表
＋⑳㊦◎
＋＋⑳㊧
＋㊧十十

紗
鈴
掛
診
晰
　
次
は
㊧
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⑳
㊦
◎
＋
㊨
＋

＋
＋
㊥
十
＋
＋
＋



一十

⑳
十
二日こ・⑮㊥⑳

＋＋⑳（B∈）昏＋
＋⑳鱒⑳⑳㊤
＋十㊧＋＋＋

⑳印
＋⑮
㈹十

＋＋＋＋＋⑳
⑳㊨＋㊤◎＋
＋◎∈∋◎㊥＋
㊦⑳⑳⑳⑳㊨
＋◎＋⑳＋＋

苧志‡‡‡主

〇
第
六
番
の
二
（
⑳
膠
）

㊧
の
痙
化
学
。

＋＋㊧‡‡

＋
＋
＋
◎

⑱
＋
⑳
㊥

⑳
⑳
愈
由

＋
⑳
招

十
十
ト

＋
＋
掛

＋
＋

次
は
㊦
の

第
二
編
東
十
三
葦
道
央

㊥
の
止
め
方
を
在
来
ビ
云
ふ
、
⑳
迄
打

進
ま
ば
㊤
何
れ
へ
凍
る
も
算
せ
ず
し
て

追
詰
ど
な
る
、
念
の
鰯
め
に
左
に
一
局
を

示
す
在
来
は
斯
く
の
如
く
簡
罫
に
終
れ
も

hH」

⑳
十
十
吟
＋

師
⑳
⑳
⑳
十

十
日
奇
の
＋
⑳
十
⑳
甲

壁
化
を
示
す

○
筆
ハ
番
の
三
⑳
迄
）

㊥
の
麺
化
学
。
、
普
通
の
打
方
は
⑳
を

㊦
へ
延
び
て
次
に
『
い
』
に
打
つ
、
本
局

十
＋
＋
⑳
＋

＋
＋
⑲
十
十

＋
＋
＋
乙
＋

は
呼
珠
の
利
用

を
示
し
た
る
も

の
⑳
に
て
自

致
し
方
な
し

閲
を
⑳
に
凍

ら
は
り
り
、
は
k

ビ
打
弛
む
故
ヰ

＋
⑳
十
十
＋
＋

H
軸
針
針
軸

㈹
餉
鴇
的
帥

斗
渦
は
⑳
‡

＋
ろ
＋
＋
鍋
＋

は
す
予
め

次
は
斜
止
を
示
す

第
二
編
節
十
川
無
二
斜
止

十
十
十
＋
＋
⑬
‡

乙
梱
新
開
凋
鮒
詳

＋
㊤
⑳
㊦
⑬
＋
⑳
＋

．
園
　
㊥
＋
＋
⑳
‡
＋
⑪

＋
＋
＋
＋
叩
＋
＋
＋

㊥
の
止
め
力
む
針
山
三
票
、
⑳
ビ
下
次
に
昭
耶
句
小
す

す
岬
は
洞
に
射
り
し
・
療
考
ビ
し
て
こ

す
ぐ
　
と
ぴ

な
し
、
⑳
⑳
が
黒
の
丑
命
な
り
、
北
に
て

局
む
・
小
す
・
叩
刷
⑳
川
根
入
山
護
り
ト
　
弾
雨
邦
十
霊
早
道
飛

叩
附
は
⑳
に
で
．
乙
刷
は
⑳
に
て
何
れ
銅
の
巾
の
力
む
正
舶
呈
烹
、
本
局
は

第
十
一
二
葦
岡
引
は
終
る
次
は
酎
贈
㌢
寄
島
甲
、
乙
』
両
膝
ど
な
る
・
是
に
て
斜
虹
㊥
隙
き
も
後
手
の
管
し
て
は
面
白
し



●

⑳＋⑳⑬⑳⑳㊤
＋⑳㊧㊤◎＋＋
＋＋＋e＋＋＋
＋＋⑳◎㊦㊥＋

＋㊧＋⑳＋＋＋
十⑳㊨＋⑳＋㊧
＋◎＋◎⑬⑳＋
嘩⑳㊤⑳⑳＋㊨
＋⑳㊤⑳⑳＋
十＋⑳㊦＋㊨
＋㊧＋＋㊥ヰ＋

‡

＋⑳

葺圭

‡＋＋＋＋＋＋
⑳eB⑳⑳
＋∈∋◎⑳
＋⑳㊧＋
⑳＋＋㊥

（固六十第錬日）

⑳
む
⑳
「
撃
る
嘉
甘
姦
悪

分
を
示
す
〇
第
一
番
の
〓
⑳
膠
）

㊤
は
急
所
な
ら

○
雛
‥
所
望
…
（
⑳
牌
）

⑳
の
欒
化
打
了
。

な
ら
蹄
S
捷
化
椰
々
わ
れ
は
げ
聯
珠
典
理

＋
十
十
＋

＋
⑳
⑳
＋

十
十
⑳
㊨

＋
⑳
⑳
⑳

⑱
＋
⑳
⑳

＋
㊧
＋
㊧

＋
＋
＋
＋

次
は
⑳

の
塵
化
を

＋
＋
＋
㊤
＋
＋
＋

＋
＋
㊧
⑳
＋
⑬
㊥

＋
⑳
◎
⑳
⑳
十
㊦

⑳
＋
⑳
⑳
㊤
⑳
◎

⑳
⑳
⑳
⑳
㊦
＋
㊧

◎
＋
㊥
㊨
＋
十
十

を
剋
甫
…
せ

ら
れ
た
し

次
は
⑮
の
是とぴ
に
で
直

舜
化
を
示
す

飛
は
終
る

はし、－

次
に
梯
子

を
示
す

畔
は
聯
珠
孟
讐
宗
二
十
嘉
品
㊥
の
止
め
方
に
封
し
農
は
◎
品
の
如

○
約
二
市
（
⑳
迄
）

㊥
の
礎
化
な
り
⑳
道
川
の
如
く
打
弛
む

第
二
編

は
し
　
、
し

節
十
六
葦
梯
子

〇
第
〓
背
の
二
（
命
迄
）

⑳
の
牽
化
学
ヮ
　
⑳
の
後
『
い
、
ろ
、
は
」

の
四
追
勝

ヽ

次
は
⑳

の
鍵
化
を

示
す

＋
＋
い
㊤
＋
‡

＋
＋
＋
⑳
㊥
丁
十
㊥

＋
⑬
ろ
⑳
◎
＋
㊦

◎
＋
⑳
⑬
㊤
e
◎

㊥
⑳
⑳
◎
⑱
＋
㊥

＋
舘
は
㈲
＋
‡

】
に
卸
す

次
は
⑮
の

塵
化
一
軍
示
す

く
打
つ
之
を
梯
子
だ
云
ふ
㊧
の
凍
る
所

『
い
』
よ
b
『
へ
』
ま
で
の
六
ヶ
所
を
順
次
に

か
㊥
ゆ
か
ル
＋
　
説
明
す

＋
か
◎
松
野
＋
　
其
他
は

＋
ほ
㊤
⑳
少
ヲ
　
骨
是
迄

＋
ヌ
ヨ
争
⑳
は
　
の
局
面

＋
＋
＋
カ
へ
革
　
だ
同
…

〇
第
三
番
（
⑳
膠
）

に
蹄
す
、
『
ト
』
は
次
に
記
す
第
一
番
に
で

′
㊧
の
舜
化
な
ら
　
本
局
も
前
局
と
何
形
知
る
べ
し
、
次
に
飯
に
講
越
せ
る
局
面
と



＋＋⑳＋＋㊥
＋内閣⑳㊨
1－＋⑳e㊥◎
⑳⑬⑳⑳＋＠
＋⑳⑳
閑＋

一十＋⑳＋一十㊥

＋十⑳㊤◎⑳
㊨㊤⑳◎㊦⑳
⑳⑳⑳⑮＋㊤
十⑳㊦＋十十

9

▲
q

跡

同
一
な
る
分
の
目
録
を
示
し
叫
初
心
者
の

促
に
供
す△

日
　
　
蠍

『
い
、
ろ
、
は
、
に
、
ほ
、
へ
』
は
次
に
講
越
す

『
上
　
は
　
本
蛮
第
一
番
を
見
よ

『
チ
」
　
は
弟
十
二
輩
同
引
を
見
よ

『
グ
」
　
は
約
十
三
専
政
夷
を
見
よ

冒
」
　
は
約
十
印
章
斜
引
を
見
よ

『
ル
』
　
は
第
十
五
輩
荘
飛
を
見
よ

捕l什川▼‥一打”臓鮒1m〈肘■

㍉‥叫…．－瑚胤ハー瑚▼傭瑚欄町

衆
は
㊨
の
鍵
化
を
示
す

〇
第
一
番
の
二
（
◎
璧

㊨
の
舜
化
紀
で
。

＋
＋
＋

‡＋⑳
＋
◎
⑳
＋甥

I
T
－

次
に
盤
考

局
面
を
示

す

○
塵
考
基
二
⑳
脇
）

⑳
の
欒
化
を
塵
考
E
T
示
す
拘
㊦

如
何
に
睨
が
ん
与
る
も
⑳
に
て
致
し

方
な
し

『
ヲ
』
は
瀾
二
章
二
郁
撃
見
よ
詮
㊧
の

『
ワ
』
　
は
第
八
葦
小
桂
馬
を
見
よ
・

『
カ
』
　
は
第
六
螢
構
桂
馬
を
見
よ

『
ヨ
』
　
は
第
三
輩
附
立
を
見
よ
　
嘩
化
を
示
す

0
第
壷
の
〓
⑳
迄
）

⑳
が
日
銀
第
十
六
因
の
『
小
旨
凍
れ
る

各
　
層
に
て
冒
、
乙
』
両
阻

掴
詣
梱
針
梱

＋
㊤
⑳
⑳
⑳
＋

細か■I間食山…

＋
＋
＋
薗
＋
＋

次
に
㊧
の
牽

化
一
局
な
示
す

○
姉
叫
番
の
三
⑳
勝
）

㊧
の
塵
化
打
で
。

＠
他
に
凍
る
ほ
常
弱
し

0
塵
考
些
ス
◎
膠
）

㊨
の
嘩
化
打
で
。
本
局
は
欝
戦
上
多
く
用

ゆ
る
手
段
に
し
て
閂
の
昨
⑳
を
市
町
平

に
掛
け
⑳
へ
か
誓
せ
て
白
が
⑳
の
壊

四
十
五



十十㊤◎宣
一十＋⑳∈∋⑳㊧⑳＋㊨◎⑳十

十㊨一十十甲⑳＋

＋㊥＋＋

‡
◎＋＋
⑬⑳＋

＋⑳㊧⑳㊨＋＋
㊧＋㊤⑳⑳⑳⑳
＋十十十㊨㊦十

．
る
が
純
に
、

▲
　
好
く
基
の
麒

ヽ

．

ご

／

ヽ

千
を
禽
得
し
遭

く

べ

し

⑳
は
他
に
郵
戯
な
し

『
ろ
』
の
部
を
を
示
す

苧
妄
ニ
ー

琴
泰
の
〓
⑳
迄
）

㊧
が
日
僚
第
十
六
陶
の
『
ろ
』
に
凍
れ
る

分
⑳
に
で
『
甲
、
乙
』
両
膝

0
節
二
番
の
三
（
⑳
勝
）

㊧
の
慶
化
な
ら
⑳
に
て
自
防
ぎ
方
な
し

川
い
い
ハ

鳩
鍋
錮
諸
伸
琴
は
』
の

＋
⑳
⑳
⑳
＋
＋
　
部
を
示
す

＋
◎
㊨
㊤
㊧
十

〇
第
三
番
の
二
⑳
膠
）

⑳
が
目
錬
第
十
六
園
の
『
は
』
に
凍
れ
る

分
閑
反
対
は
『
い
、
⑳
、
ろ
、
閏
』
の
膠

汀
…
守
断
打
与
モ
T
工
㌍
串
㍉
。
了
巨
苧
室
」

、
．
V
i
r
b
P
i
■
＞
　
㊨
の
舜
化
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
賢
診
診
夢
9
ト

次
は
㊨
の
　
出
場
鯛

＋‡

次
は
＠
の

次
は
㊦

の
挺
化
を

示
す

＋
＋
＋
⑳
㊧
＋
㊨

＋
㊥
＋
◎
⑳
⑳
⑳

H
的
細
鮒
発
掘

ろ
＋
⑳
㊤
⑳
㊧
＋

謳
鴨
場
餉
H

慶
化
を
示
す

鍵
化
票
す
　
〇
第
二
番
の
四
（
⑳
麟
）

⑮
の
慶
化
打
で
。

〇
第
三
番
の
こ
（
⑳
膠
）

㊦
の
麺
化
打
T
p
、
⑳
反
封
は
『
⑳
、
い
、

l
そ
⑳
、
は
』
の
膠
　
㊤
を
⑳
へ
凍
ら
は

童
ろ
、
い
、
⑳
⑳
⑳
』
の
勝



管
‡＃
⑳⑳⑳
＋＋㊧

＋＋＋＋一十◎＋㊥
㊧＋＋⑳⑳㊤◎⑳
＋㊤＋⑳ひ⑳⑳㊤
⑱⑳⑳⑳⑳㊨＋㊦
＋⑳＋⑳⑳⑳十十
十十⑳＋＋十十＋

徽

鞘

鵬
聯

轡

鮭
幣

＋
＋
㊤
⑳
◎
◎
＋
⑳
＋

君
義
聾
畿

次
は
㊤
の
欒
化
を
示
す

〇
第
三
番
の
三
（
⑳
迄
）

。
讐
帝
の
四
（
⑳
迄
｝
　
　
繁
ば
⑳
を
眺
ぐ
も
⑳
の
時
賢
手
段

管
反
軍
。
⑳
の
後
『
巨
、
ろ
、
は
』
だ
あ
そ
意
窪
く
従
っ
て
㊦
如
何
豊

】
　
－
　
－
ゝ
利
γ
　
－
　
＼
叫
↓
リ
　
】
　
　
■
　
　
【
　
　
l
l
■
乙
．
．
．

輯
欄
㈱
捌
幣
騨
憎
牒
香
冒
て
慧

0
第
三
番
の
六
（
⑳
勝
）

舐
旛
鳩
順
鞘
怜
溺

＋
＋
＋
＋
隠
十
十
十
十
勝
あ
わ
し ⑳
を
㊦
に
止
め
さ
せ
次
に
『
い
』
に
打
つ

も
『
⑳
◎
』
よ
ち
膠
見
ゆ
れ
ば
致
し
方
な

≠
≠
≠
掴
針
鵬
十
十
十
四
追
膠
む
る
も
効
書
芸
に
示
す

＠
叶
＋
⑳
を

㊤
の
欒
化
掌
り
　
⑳
の
後
『
い
、
ろ
』
だ
四
次
凋
㊤
の
塵
化
を
示
す

次
は
⑳

の
反
射
を

示
す

甲
　
　
陶

㊥
＋
㊧
＋

＋
⑳
⑳
⑳

＋
㊤
e
＋

叫
H
舶

－
－
L
－
－
ユ
コ
一
ノ

〇
第
三
番
の
五

㊤
の
欒
化
な
ら
⑳
を
甲
陶
の
如
く
打
進
攻
は
㊦
の

む
時
は
混
戦
の
形
を
生
す
、
乙
陶
の
如
く

乙
　
　
陶

㊥
＋
㊤
‡

舜
化
を
示
す

益
⑳
㊦
◎

e
十
十

＋

‡

⑳

㊥

＋
⑳
⑳
‡

‡
＋
㊦
＋

〇
第
三
番
の
七
（
⑳
膠
十

㊥
の
纏
化
打
で
り
　
本
局
は
⑳
を
◎
に
延

び
て
、
琴
ト
⑳
に
打
つ
方
初
心
者
に
は
謬



十十＋＋＋＋㊥
十⑳㊨＋㊤◎＋
＋
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⑳㊤◎＋＋
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十＋＋＋＋㊤＋＋
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＋＋㊦㊤◎＋
＋＋⑳⑳⑳＋
＋＋◎◎＋㊤
＋◎」1－＋＋
㊧十十＋＋一十

国　甲

十十＋㊥
小、ニ二忘十一

◎⑳㊨＋
◎⑳十十

間　乙■

＋＋＋㊤
㊥∈）◎＋
⑳◎⑳＋
⑳⑳＋＋

四十／

り
申
し
、

別
に
打
方
に
は
慶
む
な
し
　
△
酔
朝
容
馨
る
鷲
は
獣
諸
君
の
カ
⑳
言
、
◎
』
の
肪
㊦
の
鷲
は
警

㊤
＋
＋
＋

⑳
㊦
十
十

⑳
＋
㊤
＋

＋
⑳
㊧
十

⑳
◎
◎
＋

⑳
⑳
＋
㊧

⑳
＋
＋

蛍
の
上
達
だ
　
㊧
＋
＋
一
十

次
は
㊤
の
絹
芸
試
料

塵
化
を
示
す
試
ま
し
め
以
■
＋
十
＋
瓦

で
局
面
の
進
行
を
蓮
か
な
ら
し
む
る
醇
に

○
箪
二
番
の
八
（
⑳
膠
）

㊤
の
授
権
な
ら
　
㊦
反
瀞
も
同
言
わ

次
は
㊨
の

軽
化
『
に
』
の

部
を
示
す

し
た
bO

約
四
の
啓
一
（
⑳
迄
）

㊤
の
窒
化
な
ら
◎
に
て
聯
珠
眞
理
粥
へ

（

．

1

「

r

．

′

ノ

ー

。

．

．

．

．

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

L

ゆ

け

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

れ

ん

じ

ゆ

し

ん

り

お

さ

の
部
攣
亭
五
番
だ
同
叫
の
球
形
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じ
く
聯
殊
遇
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卵
へ
町
部
だ
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忘
珠

次
は
㊤

の
婁
化
を

○
節
四
番
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一
（
◎
迄
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㊤
の
痙
化
な
り
⑳
に
て
甲
観
は
乙
陶
せ

＋
㊨
＋
㊧
＠
＋

○
約
四
番

⑳
が
‖
倣
第
十
六
園
の
冒
』
凍
れ
る
卦

⑳
む
阿
り
如
く
打
つ
帖
は
㊤
の
凍
る
所

六
ヶ
所
を
説
明
せ
ば
兄
ら
ん

次
は
＠
の

慶
化
を
示
す

形

〇
第
四
番
の
こ
（
⑳
勝
）

攻
は
㊧
の
欒
化
を
示
す

〇
第
四
番
の
四
（
⑳
膠
）

＠
の
埋
化
な
ら
◎
を
⑳
に
蒸
ら
ば
『
⑳
命
の
鳩
化
打
で
。
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に
達
す
、
㊦
の
凍
る
所
願
可
あ
れ
ど
略

す
、
前
後
の
局
面
を
塵
照
せ
ら
れ
よ

＠
の
欒
賃
ら
⑳
に
で
那
容
易
に
膠
㊧
の
率
化
な
ら
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欒
化
を
示
す

次
は
㊧
の
親
許

】

椴

〇
第
四
番
の
五
（
⑳
準

糾
㈱
憲
凋

烏
第
四
番
の
七
（
⑳
膠
）

次
は
⑳

の
舜
化
を

示
す

次
は
㊧
の

舜
化
『
ほ
』
り

部
を
示
す

㊥
＋
＋

次
は
㊧
の
　
＋
⑳
㊨

＋
㊤
⑳

＋
＋
⑳

虜
は
⑳
の

舜
化
を
示
す

〇
第
四
番
の
六
（
⑳
膠
）

㊧
の
牽
化
な
り

〇
第
四
番
の
八
（
⑳
勝
）

㊧
の
壁
化
な
ら

部
を
示
す 〇

第
五
葵
⑳
迄
）

⑳
が
目
鍬
第
十
六
園
の
『
ほ
』
に
凍
れ
る

分
⑳
は
抄
録
な
ら
、
⑳
の
炬
警
て
駅

容
易
㊨
『
い
』
誉
晶
横
、
㊦
よ
バ

㊨
迄
の
防
ぎ
は
此
慧
㌘
な
し
嘉

次
は
⑳
の
欝
針
掴
昔

琵
『
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の
　
姻
偏
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⑳
亀
い
』
に
欄
っ
も
勝
あ
れ
ど
固
の
如
か
む
れ
は
『
⑳
㊨
』
品
ち
四
追

分
警
官
は
管
『
い
、
ろ
・
は
・
に
』
向
き
方
の
異
護
れ
る
の
み

）
　
r
i
　
一
竪
r
l

㊧
が
農
学
六
園
の
『
へ
旨
要
る
片
慣
名
の
『
！
、
三
三
』
に
管
も
㊦
の
舜
化
な
ら

こー、

〇
第
六
番
（
⑳
迄
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既
を
打
示
す

の
内
に
凍
る
も

容
易
に
追
詰
の

膠
を
生
す
る
が

故
に
自
ら
打
試

む
べ
し
、
姓
に

で
梯
子
は
終
局
す
、
次
は
切
蓮
を
示
す

第
二
編
第
十
七
葦
切
達

〇
第
一
番

㊧
が
目
錬
第
十
七
陶
の
『
い
』
に
蒸
ら
し

分
　
■
⑳
の
組
　
＋
＋
＋
習
与

立
に
潮
し
㊤
叶
的
け
鯛
卵

摘
鱒
言
鍋
鵠

十
ヶ
所
を
順
次
に
示
す

q
第
一
番
竺
（
⑳
勝
）

㊥
の
止
め
方
急
速
芸
ふ
、
本
局
凋
㊧
の
鼻
管
』
の
部
管
㊧
を
⑳
に
嘉
る
ペ
し

の
凍
る
析
巧
い
、
み
、
は
、
に
、
は
』
の
五
ケ

く
打
つ
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妙
捏
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⑳
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し
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⑳
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∋
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C
第
一
番
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（
⑳
膠
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次
は
㊤
の

壁
化
を
示
す

○
警
番
の
三
（
⑳
通
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内
壁
化
『
吉
の
部
な
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⑳
の
後
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い
、

ろ
、
は
。
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』
の
四
迫
勝
　
㊦
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射
は
一
番
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は
㊤
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廿
廿
軒
針
餉

齢
＋
◎
は
⑳

卜
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㊥
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を
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す
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す
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〇
第
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番
の
六
（
⑳
璧

〇
第
一
番
の
八
（
⑳
膠
㌻

㊤
の
壁
化
『
ミ
観
官
⑳
の
反
対
は
荘
㊧
の
塵
化
『
イ
』
の
部
菅
　
⑳
反
射
は
㊧
の
欒
化
『
ナ
』
の
部
打
了
。

に
四
追
膠
あ
り

『
⑳
㊨
⑳
』
の
服
⑳
反
対
は
『
⑳
冒
打

次
は
㊤
の
舜

化
を
示
す

拙働艶鰍脚

＋
＋
⑳
⑳
㊤
⑳
＋

○
第
二
常
の
五
（
⑳
膠
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㊤
の
欒
化
冒
』
の
響
号
′
　
⑳
反
対
は

＋
令
㊨
⑳
十
十
十
七

＋
十
十
僧
正
十
十
＋

○
儲
一
番
の
養
⑳
膠
）

次
は
㊤
の

舜
化
を
示
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〇
第
山
番
の
九
）
⑳
膠
）

㊧
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欒
化
『
ヤ
』
の
部
な
ら
　
㊨
反
対
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『
い
』
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打
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◎
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次
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⑳
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な
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次
は
㊤
の

壁
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を
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す

＋
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＋
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⑳
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〇
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壷
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㊧
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攣
竺
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ら
⑳
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篠
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だ
四
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次
に
㊤

の
舜
化
を

示
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◎
ご
打
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．
〇
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…
番
の
十
〓
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膠
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命
の
鳩
化
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』
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享
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次
は
㊦
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掛
㈱
御
幣
㈹

捷
化
登
博
錮
細
諸
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⑬
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〇
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一
帯
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十
三
㈹
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）

㊥
の
櫻
化
打
で
。
㊨
の
穐
『
い
、
ま
だ
田

山
脾
◎
⑳
の
手
段
批
躯
批
射
⑬
の
牽

化
は
何
れ
も
詳
易
に
勝
つ
⑲
反
射
も
同

次
は
⑳
の

冗
十
二
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分
釣
『
い
』
な
ら
ば
『
ろ
、
は
』
に
て
・
両
膝

鈎
冒
旨
凍
ら
ば
『
い
、
に
、
は
』
㊨
『
に
』

l
こ
蒸
ら
は
『
は
』
に
で
爾
膵
㊨
『
へ
』
に
蒸

ら
ば
『
ミ
』
忙
て
爾
膠

琵
毒
　
針
結
締
針
鮒
次
は
㊦
の

．
〇
那
叫
市
の
十
三
（
⑳
迄
）

野
の
嘩
化
な
戌
⑳
に
て
日
．
1
止
め
犠
な
し

次
は
㊨
の

鍵
化
『
ろ
』
の

部
を
示
す

銅十‡
＋
◎
＋
＋

＋
＋
⑳
⑳

⑬
⑳
⑳
⑳

、
車
⑳
時
＋

針
三
十

益
か
鯛
㈹
㈹
琵
票
す

＋
＋
串
〇
十
＋

○
節
二
番
の
三
⑳
膠
）

㊦
の
塵
化
打
丁
。

○
琴
轟
の
〓
⑳
迄
）

〇
第
二
番
の
三
（
⑳
迄
）

⑳
が
日
銀
第
十
七
陶
の
『
ろ
』
に
凍
れ
る
⑳
の
反
射
な
り
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の

凍
る

所

＋＋＋＋＠＋
＋＋＋⑳＋十・
十㊤◎わ＋＋
＋⑳㊥ろ紙＋
捻醍㊧◎とへ
⑳＋＋
窃＋＋
か十十・

舜
化
を
示
す

次
は
㊨
の

塵
化
刊
は
』
の

部
を
示
す

轟
曝

馳

＋
⑳
十
＋
＋
＋
＋

甜
就
掛

＋
⑳
＋
㊤
⑳
＋
＋

＋
＋
＋
＋
＋
㊧
＋

○
約
三
番
由
二
（
◎
靡
）

⑳
の
欒
化
な
ら
　
㊤
無
理
な
れ
ば
㊧
の

防
ぎ
な
き
ほ
常
然
な
ら

0
第
二
番
の
四
（
⑳
迄
）

⑳
の
反
射
な
り
　
⑳
の
後
『
い
、
ろ
、
は
、

に
』
の
四
追
膠

む
濁
二
義
の
一
（
⑳
膠
）

⑳
の
日
銀
第
け
凝
固
の
『
は
』
に
蒸
れ
る

分
　
⑳
に
て
必
隊
の
形

凍
凍
⑯

の
反
封
を

次
は
㊦
の

壁
化
を
示
す

〇
第
二
番
の
真
⑳
膠
）

㊦
の
慶
死
な
炉

〇
第
三
番
の
初

㊤
の
反
射
な
ら
　
⑳
の
呼
珠
に
射
し
㊦

『
い
』
よ
ゎ

『
か
』
に
至

る
迄
順
次

に
示
す

名
を
＋

野
か
＋

ぬ
十
十

次
は
⑮
の
肇
化
を
示
す

〇
三
番
『
い
』
の
部
（
⑳
勝
）

憩
の
『
い
』
の
部
誉
ソ
　
㊨
窺
い
』
に
凍
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仁
は
『
⑳
◎
⑳
、
↓
り
短
勝
　
の
反
射
は

⑳
、
は
、
⑳
、
に
』
の
膠
⑳
を
㊨
へ
蒸
ら

ば
『
い
、
ほ
、
へ
』
に
て
臍

≠
H
針
冊
十
十
十
＋
＋

⑳
＋
＋
十
十

㊤
＋
＋
＋
⑳
＋

．肘．瑚餌節鯛
⑳
関
＋
＋
＋

◎
十
十

ほ
⑳
◎
⑳
㊨

＋
＋
串
魯
へ
い
＋
⑳
‡

＋
＋
＋
＋
㊨
＋
＋
＋
＋
＋

＋
＋
＋
＋
＋
ろ
＋
＋
＋
＋

次
は
㊦
の
塵
化
を
示
す

〇
第
三
番
の
『
ろ
』
の
部

ろ
』
の
膠

＋
酉
⑳
＋
㊨
＋
十
十

＋
＋
⑳
⑳
十
T
＋
＋
次
は
㊧

＠
＋
⑳
⑳
り
㊨
＋
＋

＋
⑳
＋
㊦
◎
⑳
＋
㊧
　
の
壁
化
を

H
開
鷲
綿
針
紆
示
す

＋
＋
＋
＋
＋
㊨
十
十

〇
耶
三
番
－
J
ろ
訪
部
些
一
（
⑳
膠
）

⑳
の
縄
化
打
で
。
．
の
反
対
鵠
い
』
に
打

ち
「
⑳
呈
止
め
さ
せ
『
ろ
⑳
⑳
翁
』
蓬

⑳
に
射

し
⑳
の

凍
る
所
陶

＋
＋
＋
＋
‡

⑳
＋
㊦
⑳
⑳
二
一

＋
⑳
㊥
⑳
四
＋
＋

＋
㊤
⑳
六
⑳
三
＋

の
如
く
七
　
＋
十
十
＋
七
五
‡

ヶ
所
む
岨
次
に
打
示
す

日
印
二
番
『
ろ
』
の
部
英
二
⑳
膠
）

釣
の
柑
化
な
り
　
⑮
戊
封
は
『
い
、
⑬
、

次
は
㊦

の
埋
化
を

示
す

＋
‡
鮨
＋
十
十
＋

十
十
⑬
い
⑳
㊨
十
＋

㊤
⑳
ろ
⑳
⑳
⑳
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東　良

常仙北七泉　源二点素

堆石冠桂一石作郎療月

膿
瘍
∵
．
鷹
取
¶

一
r
l
I
・
▲
▼

構
濱
甫
佳
竃
町
立
丁
目

鳥
取
煤
岩
美
部
岩
倉
村

東
京
市
麹
町
囁
永
田
町
二
の
三
十

覚
泡
盛
御
殿
場
降

水
声
帯
養
島
鬼
町
三
水
方

寛
京
市
小
石
川
囁
東
町
四
十
一

飛
時
間
高
山
町

岐
阜
燥
拳
患
郡
池
逸
材
大
協

束
京
市
四
ケ
谷
底
樽
馬
町
こ
の

度
海
道
御
殿
場
騨

。

薔

此

古

奇

骨

。

塵

W

九

へ

廣
　
　
　
菖

不
常
雄
石
罪
才
を
顧
み
ず
新
造
教
展
の
第
忘
買
主
し
て
趣
味

の
普
及
を
迅
速
な
ら
で
め
が
盛
に
出
版
食
を
組
織
致
候
は
刻
下

の
・
急
務
な
る
聯
珠
用
番
を
出
版
し
て
廉
個
に
供
給
す
る
の
口
的

に
有
之
候
串
に
し
て
酌
祀
聖
ぢ
梨
助
峰
村
候
に
動
で
は
甜
勉

努
力
契
つ
一
て
基
成
功
を
期
し
御
高
志
に
酬
へ
ん
雄
に
潤
ん
で
紺

悪
を
来
す

東
京
市
赤
阪
砧
青
山
高
相
町
十
二
番
地
二
就

聯
珠
新
報
社
内
　
　
三
上
堆
石
護
良

聯
珠
書
目
一
璧
．

三
上
六
段
　
攫
井
五
段
共
著

○
聯
珠
絹
飾
　
　
　
全
　
二
筋

内
容
、
残
月
の
難
局
を
解
決
せ
る
者
之
れ
に
よ
わ
で
斯
池
の
深

奥
を
虜
ふ
べ
．
し

○
聯
珠
草
書
　
　
金
一
r
珊

各
高
段
者
の
手
段
及
び
論
説
を
蒐
集
せ
る
嘗
就
中
横
里
二
段
の

膠
方
の
儀
、
加
藤
四
段
の
要
一
聯
難
局
解
決
、
高
山
先
生
の
探

鮎
聯
珠
轡
等
三
滴
の
慣
侶
あ
ゎ
（
以
上
三
倍
定
借
式
固
郵
税

四
撃
、
○
高
輪
八
段
潜
　
聯
珠
手
解
　
定
償
金
拾
贋
造
料
四
餞

円
伊
、
峡
月
甥
蒜
分
を
説
明
し
附
錬
萬
朝
報
紙
上
黒
旋
風

の
懸
賞
某
を
示
せ
る
老
な
り
（
本
融
取
次
）

○
沌
野
三
段
署
　
聯
珠
之
発
　
　
足
冊
廿
五
餞
迭
料
四
餞

内
容
、
両
日
、
明
月
両
椛
の
打
方
む
初
心
者
に
滞
る
様
説
明
せ

る
新
な
り
（
木
酢
取
次
）

○
華
聖
二
投
薬
　
七
粧
雛
五
味
打
方
早
見
表
　
債
塵
拾
餞

蓬
料
武
威
、
内
容
、
七
経
の
叔
初
の
打
方
即
ち
第
五
珠
を
早
見

表
に
作
れ
る
者
『
ポ
ケ
ッ
ト
形
』

〇
三
上
六
段
著
　
七
桂
組
立
決
算
】
煽
　
情
塵
拾
餞
蓬
料
式
餞
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内
群ヽ

｝
馨
・
鳳
冨
a
I
甘
且
甘
あ
亜
m
W
l
瓜
n

一
聯
疎
新
報
勅
軌
節
敬
語
鮒
豊
艶

内
容
、
峡
月
杵
の
組
立
即
ち
膠
形
髪
等
る
者
な
ら
、
琴
一
偏

以
下
逐
次
螢
行

〇
二
三
六
段
著
　
聯
珠
就
駿
　
足
慣
登
園
褒
拾
餞

内
容
、
様
々
な
打
方
を
示
し
た
も
者
に
し
て
、
牧
手
も
あ
ら
・

熊
手
も
あ
ら
、
組
立
方
も
あ
ら
で
聯
珠
儀
の
垂
耗
す
べ
き
珍
書

〇
三
上
六
段
著
　
聯
珠
虎
の
巻
　
定
借
八
拾
餞
法
科
式
餞

内
好
、
曜
凍
混
戦
叉
は
後
手
ざ
な
ら
し
局
面
を
先
手
の
正
し
き

脚
力
に
税
消
せ
嘉
に
し
て
鷺
戦
寂
の
必
胡
す
べ
き
奇
書
な
ら

0
叫
－
玉
大
相
磯
　
柵
疎
他
職
　
延
偲
六
間

内
管
火
星
光
年
よ
！
右
に
至
る
養
田
－
に
柑
た
る
鳥
寄
席

肘
む
辣
似
せ
る
群
に
し
て
巧
朋
な
る
平
段
山
の
如
し
斯
蚊
の
悪

伸
、
患
部
十
二
苦
＊
‥
冊
。
離
水
な
ら

0
．
玉
大
仲
欄
　
七
拙
火
恥
　
的
叫
偲
十
冊
兄
竹
紛
亜
射

撃
有
川
附
叩
症
佃
閏
㈲
宜
檜
硬
。
搬
木

内
群
．
七
粧
打
力
の
柑
化
‥
商
用
中
上
b
珊
華
部
分
を
迷
條
的

に
胱
明
せ
る
猫
に
し
て
七
柚
の
且
随
む
兜
め
ん
だ
せ
ば
本
音
に

上
ち
ぎ
る
べ
か
ら
や
、
鱒
二
瑞
以
下
迷
次
数
行

競
技
昏
灘
報
等
を
網
羅
し
登
園
珠
友
の
楼
蘭
亜
誌
に
し
て
聯
珠

家
の
米
の
鮫
な
ら
一
日
も
離
る
ペ
か
ら
す

○
聯
珠
家
段
級
錬
　
新
報
三
十
九
磯
掲
載
　
慣
拾
餞
玉
座

○
段
位
授
輿
規
定
　
仝
　
五
十
二
故
掲
載
債
拾
式
餞
五
厘

○
東
京
頓
誅
愈
々
則
仝
　
五
十
二
就
掲
載
慣
拾
式
餞
五
厘

○
聯
珠
競
技
手
合
嘲
規
定
仝
五
十
戟
掲
載
憤
拾
式
餞
玉
座

○
聯
珠
用
活
字
∵
よ
れ
八
十
迄
叫
組
内
地
蓬
料
共
五
槍
玉
餞

0
聯
珠
用
紙
．
7
ル
舵
二
百
枚
武
拾
茸
唱
和
舵
一
帖
五
儲

○
聯
珠
用
木
印
、
■
印
材
つ
げ
九
二
分
玉
座
・
T
言
古
雇
、
深

彫
、
椚
賊
M
人
紛
髄

○
聯
穐
川
音
ム
印
、
丸
さ
二
卦
五
嘩
一
手
。
七
十
迄
一
組
・

僧尊皿扮磯　　　　、

愉
確
定
彗
手
付
、
池
佃
手
今
懸
賞
軍
叔
近
の

C
聯
株
新
報
介
本
雛
三
幕
　
三
十
八
故
よ
り
四
十
九
淡
に
至
る

製
本
鞄
牢
金
文
字
入
　
費
風
塵
拾
餞
、

以
上
　
聯
珠
新
報
敵
に
て
教
蔚
致
侯
代
金
沸
込
は
振
啓
白
座
東

京
拡
豊
七
璧
九
番

聯
珠
の
開
租
高
山
互
菓
先
生
著

○
聯
珠
眞
理
七
港
合
本
及
訂
正
附
銘
附

右
は
近
々
萬
折
合
に
於
で
螢
責
す
螢
行
次
第
本
鹿
に
於
で
取
次

ぎ
叩
候
。

○
立
二
聯
必
勝
法
　
近
々
本
敢
に
で
螢
行
す
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